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I はじめに

本研究は上方舞楳茂都流三世家元 ・楳茂都陸平

による昭和6年 (1931) から同9年 (1934) にか

けての欧米視察旅行, その中でもヨーロッパ各地

で行った日本舞踊の紹介に焦点を当ててその具体

的な内容 と意味を考察するものである。この視察

については彼 自身が旅行中に書き留めた印象記,

現地での講演原稿, 公演プログラム, 批評, 写

真, 及び自著 『舞踊への招待』(注1) などの資料

から詳細な検討が可能である。

II 欧米視察旅行の概要

(1)いきさつと目的

宝塚歌劇団において振 り付けや生徒の指導を始

めて以来, 欧米の舞踊に強い関心を抱いていた楳

茂都にとって渡欧は数年来の願望であった。当時

す こしつつ輸入されるようになっていた洋書や写

真などの情報に翻弄されるようにして理想の舞踊

像を求めたにも関わらず, 自らの行き詰 りを解決

する糸口を見い出せずにいた彼にとって, 欧米に

おける実際状況をその目で確かめる以外に方法は

残されていないと思われたのである。そ うした彼

の心理は昭和2年 頃から視察直前までの 『歌劇』

に如実に書き表されている。この彼の希望の実現

に決定的とも言える助力を与えたのが宝塚音楽学

校の校長であった小林一三であり, 彼のはからい

によって楳茂都は文部省嘱託という肩書きで出発

の途につ くに至った。

出発を目前にして述べられた彼の目的はかな り

広範囲にわたったが, 簡略に3点 に絞ると, 1・

海外における正統な日本舞踊の紹介, 2・ 楳茂都

振付けの新舞踊の発表, 3・ 欧米の舞踊理論の研

究, であった。

(2)旅行行程

1931年2月26日 に神戸港を出帆 した後, 南の航

路を回ってスェズ, エジプ トを経由し, 4月11日
にウィーンに到着 した楳茂都は, 同月28日 の日本

公使館が主催するパーティで最初の 日本舞踊紹介

を行い, また10月31日 には同市において 「日本舞

踊のタベ」と題するリサイタルを開いた。ウィー

ンには1年 弱滞在 し, その間にはブダペス ト, ド

レスデン, ライプツィヒ, ヴァイマールなどへも

出掛けている。

1932年春にベルリンに移 り住み, ここで当初か

らの希望であったル ドルフ ・ラバンのもとで舞踊

譜の研究を1933年 末 までの約1年 半にわた り断続

的に行 っていた。 またベル リン滞在中の 日本舞踊

の紹介については, ドイ ツ国内外を含めて少な く

とも8回 あ った ことが資料 より明らかであ る (注

2)。 加 えて, さ ま ざまな舞踊や 体操 の研 究所 訪

問, 舞 台公演の観賞 な ど多忙 な生活を送 ってい る。

 1933年12月 に ドイ ツを離れ, 帰 国の途中1箇 月

にわた りロン ドンに滞在 し, 12月10日 にImperial

Society of Teachers of Dancing (ISTD・ 大 英帝国

舞踊教師協会) で, ま た14日 に は 日本協会主催に

よ りヴ ィク トリア ホ テル に て 日本 舞踊 の レク

チ ャー ・デモ ンス トレーシ ョンを行 い, 更 にその

後 ロン ドン ・チ ェケッテ ィ本部 においては 日本舞

踊の講座を開いた。 そ して1934年1月13日 に ロン

ドンを発 った後, ニ ュー ヨー ク, シ カ ゴ, ロサ ン

ジェルスを経 てサ ンフランシス コか ら乗船 し, 同

年3月13日 に 日本に帰国 した。

III 日本 舞踊紹介の内容

ウィーンにおけ る日本舞踊 の紹介 では, まず第

一に楳茂都の演舞を披露す る ことを主 と し, 加 え

て彼が 日本ですでに普遍 的な芸術舞踊の理想的な

形 と して創作 し, そ れ を ウ ィー ンの ボ ーデ ン

ヴ ィ ーザ ー舞i踊 団 に 振 付 け た 群 舞 「Sonata

Appassionata」(ベ ー トーベ ン曲) を 提示 す る こ

とが意図 された (注3)。 しか しベル リン滞在 以

後の公演では, 前半 を 日本舞踊 の解説, 後 半を彼

の演舞 とす るレクチ ャー ・デモ ンス トレーシ ョン

形式に改め てい る。 これ は本物 の 日本舞 踊を 見

せ, またその歴史 的背景や様 々な技術の意味合い

な どをわか り易 く示す ことで, 異 な る文化的背景

を持つ ヨーロッパの観客 に単 なるエキ ゾチズ ムで

はない, 日本文化 に対す る正 しい知識や理解に基

づいた関心を求めた楳茂都独 自の考えに よるもの

であ った。 この ような形 で ヨー ロッパに 日本 舞踊

を紹介 したのは彼 が最初 であった と考え られ る。

また ロン ドンにおける彼 の公演の 内容は1934年 に

ISTDか ら 『Some Classic Dances of Japan』(注

4) の タイ トルで出版 され てお り, これを読 む と

彼に よって極東 の異 なる文化において発生 ・発展

した舞踊 の成立過程や技術が, 比 較の手法な どの

工夫 と丁寧な解説 ・実演 によって紹介 された様子

が よ く理解 で きる。 また, 彼 の レクチ ャー ・デモ

ンス トレー ションがISTDと して も極 めて めず ら

しく出版物 として残 された とい う事 実 は, 400人

を越 える ロン ドンの観客に対 して行われた この公

演 が大 いに興味深 く, 意 義の あることとして受 け

とめ られた と考 えて良い。

IV ま とめに代 えて

紙面の都合上, 口頭 での発表 内容を非常に省略

した形で述 べるに とどまったが, 詳 細は当 日に当
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日に配布 した資料を参考に していただけれ ば幸 い

である。

楳 茂都 の欧米視察旅行は, 当 初の彼の抱負に違

わず広範, 且 つ多 くの点で深 く内容を探 求 しよう

としたものであったが, 本 研究ではその ごく一部

を検討 した にす ぎな い。彼が当時の ヨーロッパの

舞踊事情 に どのよ うに触れ, 感 じ, 思 考 したかな

どにつ いては今後 の研究において更に明 らかに し

てい く必要が あると考 えてい る。

注

(1) 楳茂都陸平, 全音楽譜出版社, 1958。

(2) 視察 中の公演 日時及び場所については発表時に配

布の資料参照。

(3) 公 演 当 日のプ ログ ラムは11演 目で 「Sonata

ApPassionata」 は第6番 目に記載されている。このプ

ログラムは配布資料に載せた。

(4) ed. Cyril. W. Beaumont, The Imperial Society of
Teachers of Dancing, London, 1934.
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